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緒 c::a 

日本全国で回収される古紙は年間約670万トン(古

紙再生促進センター， 1999) といわれており，資源量

としては膨大な量にのぼる.回収された古紙は再生紙

に加工され流通しているが，資源リサイクル法(再生

資源の利用の促進に関する法律)の制定を受けた古紙

回収率の向上から古紙業界では再生紙以外への有効利

用が求められている.また，肥育牛の敷料として一般

に用いられているオガクズは現在の需給バランスから

高騰が続いており新たな敷料資材が求められている.

紙類は，オカ、、クズやパークなど慣行的に利用されて

いる敷料資材と同様吸水能力に優れ (WARD et αl.， 

2001) ，不足がちなオカ、、クズ等の増量剤としての活用も

期待できる.

回収された古紙のうち新聞紙や段ボールなどについ

ては競走馬を対象とした敷料利用が一部行われている

が，敷料としての特性や家畜生産への影響が明らかで

ないことから肉用牛等への利用は進んで、いない.

そこで本試験では，オガクズ、を対照に破砕古紙およ

び破砕古紙とオカ、、クズの混合物について糞尿保持能と

しての敷料表面水分含量の変化および牛の行動を調査

し敷料としての評価を行った.

材料および方法

1 )試験処理

試験処理として，破砕古紙を敷料として用いる区(破

砕古紙区)・オ庁、クズと破砕古紙を原物重量比で約
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50%ずつ混合したものを敷料として用いる区(混合

区)・オカヲズを敷料として用いる区(対照区)の 3区

を設定し， 1期2週間として時期をブロックとする乱

塊法計画で試験を実施した.連続する 6つの牛房に試

験処理をランダムに配置し，黒毛和種去勢肥育牛5頭

(牛房A・B.C)または 6頭(牛房D.E. F)を供試

した(図1).試験開始時における供試牛の月齢は
18. 3::t 1.1カ月齢，平均体重は 554.6士67.3kgであっ

fこ

2 )調査項目および調査方法

敷料交換後3日間隔で敷料表面のサンプルを採取し

水分含量の変化を測定した.水分含量の測定は飼料成

分分析法に従い，サンプルを 135
0

Cの乾燥機で2時間

乾燥させて減少した重量をサンフ。ルの水分量とした.

敷料交換2日前から飼料給与量と残食量を毎日記録

し，飼料摂取量の変動を記録した.敷料交換後約1週

間を経過してから行動調査を実施した.観察時間は

6:00~18:00 までの 12 時間とし，立位・横臥・採食

の頭数および屋外パドックに出ている牛の頭数を 10

分間隔で記録した.

3 )統計処理

計算には SASのGLMプロシジャ (SAS) を用い

た.表面水分含量の変動は，経時測定した反復測定デー

タのため， repeated measures ANOVAにより分析し

た.誤差の球形仮説は Mauchly'stestで検定した.球

形仮説が棄却された場合は， F検定における自由度を

Greenhouse-Geisserのεで修正した.行動型は 12時

間の観察で得られた度数を合計し，各出現割合を乱塊
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試験処理の配置

低く推移する傾向にあった (pく0.1)が， 目視による

表面状態の観察では，古紙区で糞の堆積が目立った.

これは， 日数の経過とともに吸水した古紙が粘土状に

固化して糞と混和せず，古紙敷料と糞が別々の層を形

成することによると思われた. しかしオyゲクズ区およ

び混合区ではこのょっな状態にはならなかった.この

ことについては， WARD et al. (2000) も紙性敷料の

難点として，吸水することによる固化を指摘している.

本試験の結果，紙類が持つこの性質はオヌアクズと混合

して利用することにより解消することができると考え

られた.

図 1

法実験データと見なして分析した.

結果および考察

(2)破砕古紙敷料を使用した場合の肥育牛の行動

行動調査の結果を図3に示した.舎内における各行

動型(立位・横臥・採食)の出現割合および屋外(パ

ドック)へ出た割合で示したところ，試験処理の効果

はいずれも有意で、はなかった.すなわち，本試験で供

試した敷料の違いによって各行動型および、屋外へ出る

割合は影響を受けないと考えられた. 6: 00 ~ 18 : 00 

までに観察された行動型のフち，採食に費やされた割

合はいずれの区も約 18%であった.立位(休息)と横

臥(休息)は，それぞれ 30%~38% と 32%~35%であっ

fご

敷料資材や床構造の違いが牛の採食行動に影響を与

える可能性があることが指摘されている(大泉ら，

1986) ;また不快感などのため横臥休息を制限したりす

る場合などには家畜生産上大きな問題がある. しかし

本試験の結果から，当該資材にそのような負の影響は

認められなかった.
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(3)破砕古紙の敷料利用が肥育牛の飼料摂取量に及ぽす
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飼料摂取量の変動を図4に示した.原物飼料摂取量

の絶対値が処理問で異なるのは他の飼養試験に供試し

ている牛群に対してランダムに試験処理を割り当てた

ためである.

日数経過の効果は有意でなく，敷料交換前後の飼料

摂取量の変化はなかったと見なされた.牧草やイナワ

ラなど，粗飼料と同類の資材を敷料として用いた場合，

敷料交換直後に飼料摂取量の一時的な減少が観察され

る.これは，交換した敷料を牛が摂取することに起因

13 

(1 )肥育牛房に使用した場合の表面水分含量の変化

表面水分含量の推移を図2に示した. 日数経過の効

果が有意で、あったため敷料交換後の日数の経過にとも

なって表面水分含量の変動が統計的に認められた. し

かし，試験処理×日数経過の交互作用は有意で、はな

かった.すなわち本試験で供試した敷料資材聞におけ

る表面水分含量の変化の方向および、傾きはすべて同じ

だということが示された.そこで直交多項式の当ては

めによる水分含量の変動の傾向性を調べたところ 1次

項だけが有意であった(表 1).すなわち日数の経過に

ともなって敷料の表面水分含量は直線的に増加するこ

とが認められた.

試験処理の影響を見ると(図2)，表面水分含量はオ

ガクズ区>混合区>破砕古紙区の順に表面水分含量は

9 

経過後日数(日)

表面水分含量の変化

値は平均値±標準誤差を示す

6 3 

図2
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敷料表面水分含量の変化に対する回帰の効果表 1
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P値

0.0001 

0.3186 

0.2598 

F値

22.82 

1.02 

1.30 

自由度偏差平方和平均平方

1063.03 

47.40 

60.70 

46.58 

1063.03 
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60.70 

2049.62 
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敷料資材の違いによる肥育牛の行動型図3
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する.本試験で供試した破砕古紙でも行動調査時に牛

の敷料摂食は観察されたが，頻度が極めて低く飼料摂

取量に影響するほどではなかった.

WARD et al. (2000)は，新聞古紙の Cd.Cr.Pbな

どの重金属含量は NRCの示す飼料中許容限界を下

回っており，家畜が摂取しでも毒性を持つ資材で、はな

いことを報告している. したがって，本試験で観察さ

れた程度の敷料摂取で、は家畜に影響を与えることはな

いと思われる.ただし，カラー印刷部分だけを測定す

ると重金属濃度は高い値を示すことが指摘されており

(杉山ら， 1992)，敷料として古紙を加工する前段階で

それを除去することが必要で、あろう.

本試験の結果，破砕古紙は肉用牛の敷料として有効

な資材だと考えられた.しかし，古紙単独で、敷料とす

ると糞や尿の水分を吸収するにしたがって粘土状に固

化してしまうため，オカ、、クズなどと混合して利用する

のが望ましいと考えられる.

図4
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